
言
＆
月
巴
ロ
尉
駅
蔚
厨
」
と
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で

み
る
と
原
題
を
そ
の
ま
ま
和
訳
と
し
な
か
っ
た
訳
者
の
意
向
と
苦
労
が

よ
く
わ
か
り
、
こ
の
本
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
語
題
名
が
つ
け
ら
れ
た
も

の
と
感
心
し
た
。

こ
の
本
の
訳
者
は
二
人
共
耳
鼻
科
の
医
師
で
あ
り
、
あ
と
が
き
の
中

で
「
こ
の
本
は
日
画
言
国
８
８
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
大

部
分
は
近
代
医
学
の
発
達
の
過
程
で
起
こ
っ
た
悲
惨
で
と
き
に
お
ろ
か

な
笑
え
ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
書
の
著
者
は
皮
肉
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
大
変
な
博
学

で
、
記
述
の
内
容
に
関
連
し
て
聖
書
、
古
典
な
ど
が
縦
横
無
尽
に
引
用

さ
れ
、
そ
の
内
容
は
と
き
に
読
む
側
の
知
識
不
足
が
気
に
な
る
程
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
本
を
訳
す
に
あ
た
っ
て
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
想

像
で
き
る
が
、
訳
者
は
読
者
の
立
場
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
原
著
に
は

な
い
写
真
や
挿
絵
を
い
れ
、
ま
た
注
釈
を
各
所
に
加
え
て
く
れ
た
た
め
、

全
体
が
大
変
読
み
や
す
い
も
の
に
仕
上
っ
て
い
る
。

ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
と
示
唆
に
あ
ふ
れ
た
表
現
で
、
医
学
の
き
わ
め
て

重
要
な
一
面
を
歴
史
的
に
ふ
り
か
え
っ
た
本
書
が
、
臨
床
家
は
勿
論
こ

れ
か
ら
科
学
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
若
い
多
く
の
医
師
達
に
も
読
ま
れ

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

〔
時
空
出
版
、
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
’
一
八
’
三
、
電
話
○
三
’
三
八

一
二
’
五
三
一
三
、
一
九
九
一
年
、
三
○
○
頁
、
定
価
二
○
○
○
円
〕

（
山
本
修
三
）

杉
立
義
一
氏
は
こ
の
た
び
「
京
の
医
史
跡
探
訪
』
の
増
補
版
を
思
文

閣
よ
り
発
刊
さ
れ
た
。
初
版
本
が
発
行
さ
れ
て
よ
り
六
年
に
な
る
。
著

者
は
精
細
丹
念
な
探
訪
の
跡
を
、
写
真
図
解
入
り
で
達
意
の
文
章
を
以

て
詳
述
さ
れ
、
か
つ
て
な
い
１
’
－
－
ク
な
、
親
し
み
と
温
か
さ
の
こ
も

っ
た
実
録
害
と
し
て
好
評
を
博
し
た
。
歴
史
物
の
単
行
本
が
数
年
に
し

て
版
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は
、
初

版
本
の
百
項
目
に
新
た
に
二
十
六
項
が
増
補
さ
れ
、
目
新
し
く
内
容
が

い
か
に
も
豊
富
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
昨
年
京
都
に
お
け
る
日
本
医
学
会
総
会
の
医
学
史
展
示
に
当

り
、
「
医
学
の
転
換
史
を
訪
ね
て
」
を
担
当
し
、
ま
た
第
蛇
回
日
本
医
史

学
会
総
会
々
長
と
し
て
会
長
講
演
を
行
い
、
永
年
に
亘
る
研
究
を
集
成

し
て
「
医
心
方
の
伝
来
』
を
公
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、

昨
年
度
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
め
で
た
く
受
賞
さ
れ
た
。

本
書
の
巻
頭
に
図
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
を
洛
中
と
洛
外
に
分

ち
、
更
に
各
々
を
四
区
分
し
、
総
数
一
○
○
項
の
医
跡
が
紹
介
さ
れ
、

新
た
に
巻
末
に
増
補
し
た
二
六
項
の
史
跡
が
追
加
さ
れ
た
。

筆
者
が
今
ま
で
訪
問
し
た
京
都
の
医
史
跡
を
追
想
し
、
筆
者
に
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
の
み
で
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
番
号
順
に
紹
介

し
な
が
ら
追
記
し
、
本
書
の
推
薦
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。

○

②
嵯
峨
釈
迦
堂
、
清
凉
寺

杉
立
義
一
著
『
京
の
医
史
跡
探
訪
増
補
版
」
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窩
然
が
宋
に
渡
り
、
釈
迦
立
像
と
共
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
、
湯
島
聖
堂
の
恩
賜
神
農
像
が
、
当
時
の
納
入
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
か
を
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
渭
凉
寺
を
訪
れ
、
調
査
し
て
頂
い
た

が
見
当
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
中
国
よ
り
の
希
望
で
、
神
農
像
の
詳
し

い
写
真
を
撮
影
の
際
、
背
面
の
扉
の
裏
に
製
作
の
由
来
、
作
者
の
名
が

記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
驚
い
た
。
実
に
、
寛
政
十
七
年
、
将
軍
家

光
の
発
願
で
、
明
石
清
左
工
門
が
製
作
と
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
。

③
仁
和
寺
の
古
医
書

一
医
心
方
』
「
黄
帝
内
経
太
素
」
外
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
弟

有
道
は
、
か
ね
て
「
太
素
に
傾
倒
し
、
昭
和
十
七
年
十
月
六
日
よ
り
五

日
間
仁
和
寺
の
宿
坊
に
泊
っ
て
太
素
経
の
調
査
に
没
頭
し
、
『
漢
方
と
漢

薬
』
第
十
巻
五
号
に
「
国
宝
仁
和
寺
蔵
本
『
黄
帝
内
経
太
素
』
に
関
す

る
研
究
」
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
「
太
素
」
の
和
訳
本
発
行
を

企
画
し
た
が
戦
争
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
間
も
な
く
弟
は
応
召
し
、

中
支
で
司
令
部
よ
り
、
各
部
隊
の
漢
方
教
育
係
の
命
を
受
け
、
「
桂
林
」

に
て
偶
然
に
も
小
曽
戸
丈
夫
薬
剤
官
と
遊
合
、
講
義
の
中
で
、
「
太
素
経
」

に
つ
い
て
も
語
っ
た
と
い
う
。

小
曽
戸
丈
夫
氏
の
「
意
釈
黄
帝
内
経
太
素
』
（
築
地
書
館
、
昭
和
六
十
年

刊
）
の
序
文
に
、
そ
の
と
き
の
い
き
さ
つ
の
記
録
が
あ
る
。
奇
し
き
因
縁

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

㈹
烏
辺
山
に
眠
る
三
医
人

こ
の
中
の
一
人
和
田
東
郭
の
墓
の
入
口
に
「
忠
誠
の
名
医
和
田
東
郭

先
生
墓
所
入
口
」
と
い
う
石
標
が
あ
る
。
昭
和
三
十
八
年
、
日
本
東
洋

医
学
会
有
志
が
、
無
縁
と
な
っ
た
東
郭
の
墓
を
整
備
修
復
し
、
現
在
も

供
花
料
が
送
ら
れ
て
い
る
と
花
屋
さ
ん
が
語
っ
た
、
と
本
書
に
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
追
記
し
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
八
年
、
『
漢
方
の

臨
床
』
第
十
巻
九
・
十
号
に
、
細
野
史
郎
氏
が
、
「
日
本
の
漢
方
を
築
い

た
人
々
」
の
一
環
と
し
て
、
「
和
田
東
郭
の
漢
方
医
学
観
」
と
題
す
る
大

論
文
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
細
野
氏
は
、
大
塚
敬
節
、
寺
師
睦

済
両
氏
と
共
に
追
悼
座
談
会
を
催
し
、
墓
の
修
理
、
供
養
を
行
い
、
そ

の
後
聖
光
園
が
永
代
供
養
料
を
納
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

㈹
万
病
一
毒
説
・
吉
益
東
洞

東
福
寺
、
荘
厳
院
の
吉
益
家
の
墓
地
に
は
た
び
た
び
参
詣
し
た
。
筆

者
の
吉
益
家
一
族
の
家
系
図
、
最
終
的
発
表
は
、
「
漢
方
研
究
』
一
九
九

二
年
一
月
号
で
、
『
京
都
の
医
学
史
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
表
の
誤
り

を
訂
正
し
た
。
ま
た
吉
益
家
門
人
録
は
「
漢
方
の
臨
床
」
第
三
十
五
巻

八
号
に
掲
載
し
た
が
、
こ
の
但
州
の
と
こ
ろ
に
、
著
者
杉
立
家
一
族
の

名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

㈱
医
界
の
天
下
者
・
曲
直
瀬
道
三

京
都
の
医
史
跡
の
う
ち
、
筆
者
が
最
も
屡
々
足
を
運
ん
だ
の
は
十
念

寺
、
曲
直
瀬
道
三
の
墓
で
あ
る
。
本
書
に
「
近
年
に
い
た
り
、
東
京
の

今
大
路
家
と
京
都
の
曲
直
瀬
家
と
の
間
で
、
墓
地
の
本
家
争
い
が
起
き

た
」
と
あ
る
が
、
近
年
は
明
治
の
中
頃
と
改
め
、
京
都
の
曲
直
瀬
家
の

「
京
都
」
は
筆
者
の
誤
り
で
、
抹
消
し
て
頂
き
た
い
。

増
補
の
部
叫
に
初
代
曲
直
瀬
道
三
顕
彰
碑
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
建
碑
に
つ
い
て
は
、
全
く
杉
立
氏
の
お
骨
折
の
お
蔭
で
完
成
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

㈹
二
十
六
聖
人
発
祥
の
地
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躍
動
的
で
リ
ア
ル
な
史
料
群
に
出
会
い
た
い
、
と
い
う
想
い
は
研
究

者
全
て
の
願
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
の
よ
う
に
特
別
な
史
料
群
を
持

写
真
の
標
石
に
「
妙
満
寺
跡
」
の
四
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
顕
本

法
華
宗
總
本
山
妙
満
寺
は
現
在
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
に
あ
り
、
尾
州
藩

医
宗
浅
井
家
の
医
祖
三
代
、
延
斎
、
草
春
、
周
伯
の
墓
が
あ
っ
た
が
無

縁
と
な
っ
て
い
た
。
国
幹
顕
彰
会
が
昭
和
五
十
二
年
に
新
し
く
墓
地
を

造
設
し
た
。
本
書
の
三
版
出
版
の
と
き
は
浅
井
家
三
代
の
墓
を
追
補
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
「
漢
方
の
臨
床
」

第
三
十
九
巻
一
号
「
温
知
荘
雑
筆
」
に
詳
記
し
た
。

増
補
㈱
反
骨
の
人
・
太
田
典
礼

本
書
の
中
、
只
一
人
現
代
の
人
で
あ
る
。
墓
標
に
生
前
自
筆
の
「
本

来
霊
魂
な
し
墓
は
歴
史
の
証
」
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七

年
二
月
、
太
田
氏
が
理
事
長
の
（
財
）
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
創
立

の
と
き
、
小
川
鼎
三
、
大
烏
藺
三
郎
、
緒
方
冨
雄
各
氏
と
共
に
大
塚
敬

節
氏
と
筆
者
も
理
事
に
就
任
し
、
度
々
理
事
会
に
出
席
し
、
昭
和
四
十

八
年
十
一
月
、
安
政
版
『
医
心
方
」
の
復
刻
と
和
訓
解
説
書
出
版
に
協

力
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
に
話
題
に
富
む
反
骨
の
人
で
あ
っ
た
。

（
矢
数
道
明
）

〔
思
文
閣
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七
五
一

’
一
七
八
一
、
平
成
三
年
十
二
月
、
Ａ
５
判
・
三
七
八
頁
、
定
価
三
○
九

○
円
〕

君
塚
美
恵
子
編
『
紀
州
藩
医
泰
淵
の
日
記
」

た
ず
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
、
時
々
一
抹
の
寂
し
さ
と
物
足
り
な
さ

を
感
じ
、
そ
ん
な
想
い
に
陥
る
。
今
回
紹
介
す
る
「
紀
州
藩
医
泰
淵
の

日
記
」
は
、
そ
ん
な
想
い
を
晴
ら
し
て
く
れ
た
一
言
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
日
記
の
著
者
泰
淵
の
経
歴
や
家
系
も
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
、
必
要
以
上
の
予
備
調
査
も
し
な
く
て
済
み
、
直
接
研
究
テ
ー
マ

に
取
り
組
む
事
が
で
き
る
。
そ
ん
な
点
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
史
料
で
あ

た
い
え
ん

る
。
で
は
ま
ず
、
筆
者
「
泰
淵
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

筆
者
ｌ
中
村
泰
淵
真
貫
（
寛
政
九
一
七
九
七
～
安
政
六
、
一
八
五
九
．

六
十
三
歳
）
。

系
譜
１
町
医
師
山
口
流
謙
秀
安
二
男
。
養
子
（
天
保
二
、
一
八
三
一
、

三
十
五
歳
）
。
中
村
家
四
代
目
・
本
道
内
科
。

役
職
の
経
歴
ｌ
紀
州
藩
江
戸
詰
め
医
師
。
小
普
請
医
師
（
天
保
二
、
一

八
三
一
）
、
奥
医
師
（
天
保
十
、
一
八
三
九
）
、
地
廻
り
お
供
（
御
匙
医
同
様
、

弘
化
元
、
一
八
四
四
）
、
御
匙
医
格
（
嘉
永
四
、
一
八
五
二
。

趣
味
ｌ
和
歌
・
漢
詩

在
職
中
の
藩
主
ｌ
十
代
治
宝
・
十
一
代
斉
順
・
十
二
代
斉
彊
・
十
三

代
慶
福
（
幼
名
菊
千
代
、
の
ち
十
四
代
将
軍
家
茂
）
の
四
代
。

江
戸
の
屋
敷
ｌ
柴
田
玄
岱
方
、
四
シ
谷
仲
町

本
書
は
次
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
日
記
…
江
戸
か
ら
和
歌
山
へ
の
道
中
日
記
・
和
歌
山
で
の
勤
務
日

記
・
日
光
参
詣
予
参
の
随
行
日
記
。
こ
れ
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

三
月
二
十
九
日
か
ら
同
十
四
年
二
八
三
四
）
四
月
二
十
三
日
ま
で
の
四

年
間
、
四
六
二
日
分
の
日
記
で
あ
る
。

②
関
係
文
書
編
…
辞
令
・
薬
の
注
文
書
・
手
紙
等
八
点
の
影
印
。
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